【別紙2】

大阪市立南港みなみ小学校 令和元年度 校長経営戦略支援予算【基本配付】実施報告書
(補足説明資料)

	本校では、「学力の向上」、「家庭学習の習慣づけ」、「ICT活用の推進」、「外部との連携」、「食育の推進」などを年度目標とし、年度目標に応じた事業効果を測る指標として、「学力経年調査において標準化得点を100以上にする」、「タブレットやPCを取り扱うことは楽しい」の肯定的回答を85%以上にする」、「外部講師による特別授業の5回以上の実施」、「毎日朝食をとっている」の肯定的回答を90%以上にする」と設定した。
上記を達成するために、以下の取組を行った。

1  取組内容(1)について

  1-1  取組を実施する必要性

本校では、昨年度から引き続きプログラミング教育にも力を入れており、そのための環境整備としてプログラミング教材の整備が必要である。
上記の問題を解決するために、教育振興基本計画における「施策6 国際社会において生き抜く力の育成」の一環として、「ICT機器の活用、プログラミング教育の推進」することを実施した。

  1-2  取組を実施することにより期待できる効果

児童の発達段階に応じたプログラミング教材を整備し、教員研修を深めることで、「プログラミング的思考の育成に向けた授業力の向上」、「他者と協力して思考し、新たな価値を創造する態度の育成」が期待できる。

  1-3  具体的な実施内容

具体的な実施内容としては、下記のとおりである。
・知育ロボットセット、プログラミング教材の購入
具体的には、「アリロ基本セット」、「ios対応センサーセット」、「ios対応スターターセット」等を購入し、各学年での研修・研究授業を実施した。時には中学校の技術科教員とも連携し、教員の指導力向上に努めた。授業では子ども達が試行錯誤しながら、他社と協働する場面が数多く見られた。

  1-4  取組に対する達成状況(A～D)及びその評価理由
    ・取組に対する達成状況: B
    ・評価理由:
取組内容において、「タブレットやPCを取り扱うことは楽しい」の肯定的回答が91%であった。また、教員の指導力も大きく向上した。
　以上の結果から、B評価とした。

2  取組内容(2)について

  2-1  取組を実施する必要性

本校では、いずれの学年においても、国語の「書く能力」の正答率が目立って低い。「他者と協力して思考する」ためには、「基礎・基本的能力の獲得」、「話すこと・読むこと」が必要不可欠である。
上記の問題を解決するために、教育振興基本計画における「施策5 子ども一人ひとりの状況に応じた学力向上への取組」の一環として、「漢字検定を実施し、基礎的能力向上のための取り組みを行う」ことを実施した。

  2-2  取組を実施することにより期待できる効果

漢字検定の実施およびそれに向けての取り組みにより、「児童に目標を持たせ、基礎的能の向上」が期待できる。また、学び合いの場ができやすいような教材を準備することで、「主体的・対話的で深い学びの場を増やし、積極的な児童の育成」が期待できる。

  2-3  具体的な実施内容

具体的な実施内容としては、下記のとおりである。
・漢字検定(4年生)の実施
・軽量黒板、まなボードの購入
具体的には、5・6年については区の予算枠を使って、4年生以上すべての学年での漢字検定を実施し、それに向けて過去問題、部首・熟語の挑戦や、漢字黒板やICT機器を用いての書き順の学習などを行った。また、まなボードを購入し、様々な場面で協働学習や発表の場を設けた。

  2-4  取組に対する達成状況(A～D)及びその評価理由
    ・取組に対する達成状況: C
    ・評価理由:
取組内容において、効果を測る指標として、「学力経年調査において標準化得点を100以上にする」としたが、今年度の学力経年調査の標準化得点を見ると、3年生100.3、4年生98.3(昨年96.6)、5年生93.6(昨年97.0)、6年生98.8(昨年98.9)であり、4・6年生は昨年に比べて少しは向上できたが、標準化得点100ポイント以上という目標には届かなかった。また、5・6年生については、昨年度よりもよくない結果であった。
　以上の成果から、C評価とした。

3  取組内容(3)について

  3-1  取組を実施する必要性

本校では、授業では全体的には比較的に落ち着いているが、一部児童は感情のコントロールが難しく、授業に集中できない児童や、友人間のトラブルで不登校傾向になる児童もいる。
上記の問題を解決するために、「子どもの情操教育」に力を入れ、教育振興基本計画における「施策2 道徳心・社会性の育成」の一環として、「演劇鑑賞を行い、個性や想像力、自分を表現する力を育み、子ども達の情操を豊かにする」ことを目的として実施した。

  3-2  取組を実施することにより期待できる効果

「立場の違い、それぞれの個性を認め合い、互いに成長する」ことで、感情や情緒をはぐくみ、道徳的な意識や価値観を養い、「いじめや不登校を無くす」ことが期待できる。


  3-3  具体的な実施内容

具体的な実施内容としては、下記のとおりである。
    ・芸術鑑賞公演業務の委託
具体的には、「とどろヶ淵のメッケ」という大型人形劇の鑑賞を実施し、立場の違いによって「良い」「悪い」と決めつけられがちな「個性」を、違う価値観として認め合い、成長する姿も見られた。

  3-4  取組に対する達成状況(A～D)及びその評価理由

    ・取組に対する達成状況: B
    ・評価理由:
取組内容においての達成指標を、「いじめについての100%解決」、「不登校生徒の割合を3%未満にする」と設定した。前者は100%、後者は2.0%と、いずれも目標を達成できた。
　以上の成果から、B評価とした。

4  取組内容(4)について

  4-1  取組を実施する必要性

昨年度の調査によると、本校では、毎日朝食をとっている児童が全体の94%である。つまりは6%もの児童が「毎日朝食をとらず」にいる現状である。様々な調査からも「毎日、朝ごはんを食べる子どもほど学力が高い傾向がある」ので、食育の推進が必要であると考えた。
上記の問題を解決するために、教育振興基本計画における「施策7 健康や体力を保持増進する力の育成」の一環として、「栽培を通して、食物に関して興味関心を高める」ことを実施した。

  4-2  取組を実施することにより期待できる効果

「養護助教諭による性教育や健康教室」、「栄養教諭の食に関する授業」、「外部講師による特別授業」、「栽培を通した取り組み」により、「健康に対する意識を高める」「食物についての興味関心を高め、食の大切さを理解させる」ことが期待できる。

  4-3  具体的な実施内容

具体的な実施内容としては、下記のとおりである。
・外部講師による特別授業
具体的には、外部講師を招き、「区役所・大阪ガスと連携したNOBY T&F CLUB(区予算による)」、「OSK日本歌劇団によるダンス授業」、「夢・授業(セレッソ大阪)のサッカー体験」などスポーツ活動の取り組みを実施した。
・園芸用品の購入
具体的には、新たに土や種子・苗の購入を行い、学年ごとに庭園で様々な野菜を栽培し、調理実習なども行った。

  4-4  取組に対する達成状況(A～D)及びその評価理由
    ・取組に対する達成状況: B
    ・評価理由:
取組内容においての達成指標を、「外部講師の特別授業を年間5回以上行う」、「毎日朝食をとっている」の肯定的回答を90%以上にすると設定し、前者は9回、後者は94%と、目標を達成できた。
　以上の成果から、B評価とした。

5  取組内容(5)について

  5-1  取組を実施する必要性

本校は大阪市の西の端に位置し、交通のアクセスなど立地条件に恵まれているとは言えない。また、南港ポートタウンというエリアの中で、子ども達は外部の情報があまり入ってこない。また、課題を有する児童の学力経年調査における標準化得点は、いずれの学年も100を下回る状態が続いており、家庭学習環境や学習意欲の低さが原因とみられるため、解決のために、校外に出て社会の様々な仕組みを知り、学ぶことの楽しさ、共に学ぶ安心感を持たせることが必要である。
上記の課題を解決するために、教育振興基本計画における「施策2 道徳心・社会性の育成」の一環として、「各学年において社会見学・校外学習」を実施した。

  5-2  取組を実施することにより期待できる効果

[bookmark: _GoBack]社会見学・校外学習の実施により、「児童の職業や社会への興味・関心を向上させ、またその中で互いに協力する中で、安心した子ども達の居場所づくり」が期待できる。また、「いじめ・不登校児童の解消」が期待できる。

  5-3  具体的な実施内容

具体的な実施内容としては、下記のとおりである。
・社会見学交通費・入場料
具体的には、各学年において、住之江図書館、あべのハルカス、舞洲工場、下水処理場、消防署、南港中央公園、ニュートラム検車場、カナート、くらしの今昔館、歴史博物館、オリックス劇場、ピースおおさか、金剛学園などの施設見学・交流学習を実施した。

  5-4  取組に対する達成状況(A～D)及びその評価理由

    ・取組に対する達成状況: B
    ・評価理由:
取組内容においての達成指標を、「いじめについての100%解決」、「不登校生徒の割合を3%未満にする」と設定した。前者は100%、後者は2.0%と、目標を達成できた。
以上の成果から、B評価とした。

6  総論

  6-1  年度目標の達成状況、総評

本校では、上記の取組を実施することにより、「学力の向上」、「家庭学習の習慣づけ」、「ICT活用の推進」、「外部との連携」、「食育の推進」という年度目標に対して、結果は次のようであった。
「学力経年調査における標準化得点」では、3年生100.3、4年生98.3(昨年96.6)、5年生93.6(昨年97.0)、6年生98.8(昨年98.9)であり、4・6年生は昨年に比べて少しは向上できたが、標準化得点100ポイント以上という目標には届かなかった。「タブレットやPCを取り扱うことは楽しい」の肯定的回答は91%で、eライブラリの周知や教員の取り組みにより大きく上回った。「外部との連携」では前述のように目標を達成し、「食育の推進」では94%と目標を達成できた。
以上の結果から、年度目標に対する達成状況を「B」評価とした。

  6-2  学校協議会における意見

小中一貫校としてスタートし2年が経ち、保護者の立場から見ても学校全体が落ち着き、様々な特色ある取り組みを行ってくれていると感じる。今後も継続的に、児童・生徒にとって魅力ある学習内容や行事などを行ってほしい。
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